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多文化共生の視点を導入した中学校技術・家庭科
家庭分野における衣文化の授業

Lesson Study on Clothing Culture for Junior High School 
Home Economics Field, in the subject of Technology and Home Economics, 

adopting Multicultural Points of View

上　野　顕　子1）　　　星　野　洋　美2）

 Akiko UENO Hiromi HOSHINO

1 ．研究の背景
　2020年10月末時点で，日本における外国人
労働者数は過去最高を更新し約172万人，10
年前と比較すると， 2 倍以上となっている

（厚労省，2021）。また，外務省「海外在留邦
人数調査統計令和 2 年（2020年）版」による
と， 3  か月以上海外に在留し，生活の本拠
を他の国に移した永住者と，一時的に海外で
生活をしている長期滞在者を合わせた日本人
の数は，約140万人であり，海外で生活する
日本人も継続的に増加している。

これに伴い公立学校に在籍する外国籍の児
童生徒数も増加しており，2019年，約9.3万
人となり，こちらも過去最高を記録している

（文部科学省）。このような状況下，外国につ
ながりのある児童生徒と，主に日本文化のも
とで育ってきた児童生徒が相互理解をはかる
ことや，多文化共生意識を育むことの重要性
は増している。

文部科学省は，2019年に，2011年に作成し
た『外国人児童生徒受入れの手引き手続き』
を改訂した。この手引書は，外国人児童生徒

等を直接指導する日本語指導担当教師，日本
語指導の支援者，外国人児童生徒等の在籍学
級担任，学校の校長・副校長・教頭などの管
理職，市町村教育委員会の担当指導主事，都
道府県教育委員会の担当指導主事を主な対象
者として作成されている。「外国人児童生徒
等教育にかかわる様々な人々が，それぞれの
立場で具体的にどのような視点を持ち，どの
ような取組を行うことが必要か」が示されて
いる。外国人児童生徒等を受け入れる学校の
課題として，「外国人児童生徒等が学級で受
け入れられるためには，『異文化理解』『多文
化共生』『人権の尊重』などの教育が必要不
可欠」（p.10）と書かれている。また，そう
した児童生徒が「安心して学び，生活できる
ことは非常に重要」（p.10）とも言及している。

生活を学習内容とする家庭科教育において
も，多文化共生に関して様々な指摘や取り組
みがなされてきた。例えば，日本家庭科教育
学会が21 世紀を前にして発行した書籍『家
庭科の21 世紀プラン』の中で，「個としての
自立も果たしながら，家族をはじめ，周辺の
人々との交流も大切に育て，また大きくは国
際人としても生きていく（現代に即した生活
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者となる）ことの出来る素地を育成するのは，
家庭科の使命であると言っても過言ではな
い」と示された （佐藤，2000，p.37）。また，
同書の中で，「世界で共存する一市民，一国
家として生活問題を自ら判断し，処理する問
題解決能力」（池﨑，2000，p.56）が必須と
なることも言及されている。さらに，日本家
庭科教育学会は，2014年度～2016年度に「グ
ルーバル化と家庭科」をテーマに課題研究を
行っている（ 1 ）。

では，現行の2017年告示の小学校と中学校
学習指導要領，及び2018年告示高等学校学習
指導要領のうち，小学校「家庭」，中学校「技
術・家庭」，高等学校「家庭」の学習指導要
領解説をみてみよう。すると，「グローバル
化に対応して，日本の生活文化を継承するこ
との大切さに気付くことができるよう」にや，

「グローバル化に対応した日本の生活文化等
に関する内容を充実する」との文言が確認で
きる。ここでのグローバル化への対応は日本
の生活文化に焦点が当てられているように読
める。

しかし，グルーバル化のさらなる進行が予
測される社会で生活する子どもたちには，前
述の手引書が示すように『異文化理解』『多
文化共生』『人権の尊重』などの教育が必要
不可欠である。

そこで，本研究では，家庭科教育での「衣
食住の学習がアイデンティティの育成や異文
化理解に繋がることから」（星野，2010，
p.185），衣食住の生活文化の内容を通した多
文化共生教育に着目した。家庭科教育におけ
る衣食住の生活文化の内容を通した多文化共
生教育の先行研究は数少ない。食生活に関わ
る先行研究は複数見られるが（堀，安永，前
田 他，2005； 山 崎， 池 崎，2011； 星 野，
2017），衣生活に関わるものとして本稿執筆
時点で確認できたのは，中学校の家庭分野に

おいて，中国人留学生をゲストティーチャー
に招き，中国の食文化や衣文化について授業
を実施したという半田（2017）の取り組みの
みであった。この授業実施後，生徒たちの「中
国」の国のイメージはあまり変化が見られな
かったが，「中国人」に対するイメージに関
しては肯定的なイメージに変化させることが
できたと報告されている。一方，この実践で
は，すべての家庭科教員がゲストティー
チャーを招くことには難しさがあり，家庭科
教員自身が行える授業で国際理解を促すこと
が課題と指摘されている。

2 ．研究目的および方法
（ 1）研究目的

これらを踏まえ，本研究では，多文化共生
が進むカナダの中等教育学校で実施した先行
研究（ 2 ）をもとに，日本の中学校の技術・家
庭科家庭分野で実施できるよう，多文化共生
の視点を取り入れた衣食住の生活文化に関す
る教材を開発した。本稿では，そのうち衣生
活の内容を通して多文化共生に関する授業実
践を行い，その効果と課題を明らかにするこ
とを目的とした。
（ 2）研究方法

本研究では，「世界の民族衣装から衣文化
を考えよう」という題材名で，韓国，ミャン
マー，ペルー，インド，スコットランドの民
族衣装に関する教材を作成し（資料 1 ・資料
2 ），調査協力に同意を得た中学校技術・家
庭科家庭分野担当教員の協力のもと，授業を
実施した。学習指導案は，資料 3 に示す通り
である。生徒の学習活動の概要を以下に示す。



― 103 ―

多文化共生の視点を導入した中学校技術・家庭科家庭分野における衣文化の授業（上野ほか）

① 知っている民族衣装を口頭で発表し，
様々な種類があることに気付く。

② グループに分かれ，各班で，他の国の民
族衣装の上半身，または下半身のイラス
トが描かれたグループ用ワークシートを
受け取る。

③ グループ用ワークシートに書かれてい
る，その国の気候や生活文化についての
説明文をもとに，下半身，または上半身
はどんな服かを考え，イラストを描く。
また，なぜ，そのような服の絵にしたの
か，理由を考える。

④各班のイラストをクラスに発表する。
⑤ 授業者から示される元の民族衣装のイラ

ストと自分達が考えた衣装を比較する。
⑥ それぞれの民族衣装の違いとともに，そ

の国の気候や生活に合った工夫がされて
いるという共通点に気付く。

効果測定のために，上記授業実践の前後に
質問紙調査を行った。調査内容は，生徒の特
徴に関する 3 問（対象者が関係する文化背
景，他の国への渡航経験，日本語の話せる程
度），及び他の国の文化への関心，対象教材
に関する相違点と相似点，多文化学習に対す
る興味関心などに関する10問である。後者の
10問は， 5 件法で行い，分析時には 3 件法に
修正し，授業前後で比較した。

授業と質問紙調査は，2020年 1 月～ 2 月に
実施した。調査対象はA県a中学校とB県の
b中学校の 1 ・ 2 年生，計168名で，質問紙
の有効回答数は153（有効回答率91.1％）で
ある。調査結果の分析には IBM SPSS（Vr.26）
を用い，授業前後比較においてカイ二乗検定
をおこなった。

3 ．結果
（ 1）生徒の特徴

a中では8.1％が，b中では2.0％が，アメリ
カ，中国，フィリピン，ブラジルなど，自分
や自分の家族に日本以外にも関係する他国の
文化があると回答した。
「日本以外の他国に行ったことがあるか」

は， a中では，27.3％が， b中では，25.9％が
行ったことがあると回答した。

日本語の話せる程度については， a中， b中
ともに，88.9％が「学校の授業でもふだんの
生活でも問題なく話せる」と回答した 。

以上のいずれの項目についても， 2 校での
有意差は認められなかった。そのため，以下
では， 2 校の結果を合わせて分析した。

（ 2）授業前後の質問紙調査
まず，「他国の民族衣装に興味があるか」

（図 1 ）については，授業前では，「興味があ
る」が33.3％で，「どちらともいえない」が
55.6％で最も多く，「興味はない」が11.1％で
あった。それが，授業後には，「興味がある」
が71.2％に増加し，最も多くなった。授業前
後 比 較 に お い て 有 意 差 も 認 め ら れ た

（p<0.001）。
「他の国の民族衣装を着てみたいか」（図
2 ）については，授業前では，「着てみたい」
が25.6％で，「どちらともいえない」が51.0％
で最も多く，「着てみたくない」が22.9％で
あった。それが，授業後には，「着てみたい」
が62.1％に増加し，最も多くなった。授業前
後 比 較 に お い て 有 意 差 も 認 め ら れ た

（p<0.001）。
「自分の生活に他の国のファッションなど

を取り入れてみたいか」（図 3 ）については，
授業前では，「取り入れてみたい」が26.1％で，

「どちらともいえない」が51.0％で最も多く，
「取り入れてみたくない」が32.7％であった。
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（X2値=44.697, df=2, p<0.001）
図 1　他の国の民族衣装に興味があるか

それが，授業後には，「取り入れてみたい」
が47.7％に増加し，最も多くなった。授業前
後 比 較 に お い て 有 意 差 も 認 め ら れ た

（p<0.001）。
「様々な国の民族衣装の違いはなぜ生まれ

るのか説明できるか」（図 4 ）については，
授業前では，「できる」が5.9％で，「どちら
ともいえない」が85.0％で最も多く，「でき
ない」が9.2％であった。それが，授業後には，

「できる」が62. 1 ％に増加し，最も多くなっ
た。授業前後比較において有意差も認められ
た（p<0.001）。
「ファッションだけではなく，食べ物や住

まい方など他の国の生活文化に興味がある
か」（図 5 ）については，「興味がある」が
52.3％で最も多く，「どちらともいえない」
が36.6％，「興味がない」が11.1％であった。
そ れ が， 授 業 後 に は，「 興 味 が あ る 」 が
69.3％に増加した。授業前後比較において有
意差も認められた（p<0.01）。
「生活文化が違うことを違っていて良い意

味でおもしろいと思うか」については，「思
う」（図 6 ）が61.4％で最も多く，「どちらと
もいえない」が19.0％，「思わない」が19.6％
であった。それが，授業後には，「思う」が
81.0％に増加した。授業前後比較において有
意差も認められた（p<0.01）。
「日本と他の国の生活文化には似ていると

ころがあると気付いているか」（図 7 ）につ

いては，「気付いている」が34.0％で，「どち
らともいえない」が45.8％で最も多く，「気
付いていない」が20.3％であった。それが，
授業後には，「気付いている」が52.9％に増
加した。授業前後比較において有意差も認め
られた（p<0.01）。
「家庭分野の授業で，他の国の生活文化に

ついて学びたいか」（図 8 ）については，「学
びたい」が49.0％で最も多く，「どちらとも
いえない」が21.6％で，「学びたくない」が
29.4％であった。それが，授業後には，「学
びたい」が66.7％に増加した。授業前後比較
において有意差も認められた（p<0.01）。
「様々な文化背景を持つ人々が同じ地域で

生活するために，お互いの生活文化を学ぶこ
とは大切だと思うか」（図 9 ）については，「思
う」が73. 9 ％で最も多く，「どちらともいえ
ない」が11.1％で，「思わない」が15.0％であっ
た。それが，授業後には，「思う」が79.7％
にわずかではあるが増加した。授業前後比較
において有意差は認められなかった。
「もし機会があれば，自分の生活文化を他

の国の人々に紹介したいか」（図10）につい
ては，「したい」が41.2％で最も多く，「どち
らともいえない」が35.3％で，「したくない」
が23.5％であった。それが，授業後には，「し
たい」が52.9％に増加した。授業前後比較に
おいて有意差は認められなかった。

（X2値=40.291, df=2, p<0.001）
図 2　他の国の民族衣装を着てみたいか
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（X2値=16.133, df=2, p<0.001）
図 3 �　自分の生活に他の国のファッションなどを取

り入れてみたいか

（X2値=112.438, df=2, p<0.001）
図 4 �　様々な国の民族衣装の違いはなぜ生まれるの

かを説明できるか

（X2値=9.546, df=2, p<0.01）
図 5 �　ファッションだけではなく，食べ物や住まい

方など他の国の生活文化に興味があるか

（X2値=14.973, df=2, p<0.001）
図 6 �　生活文化が違うことを違っていて良い意味で

おもしろいと思うか

（X2値=11.488, df=2, p<0.01）
図 7 �　日本と他の国の生活文化には似ているところ

があると気付いているか

（X2値=9.778, df=2, p<0.01）
図 8 �　家庭分野の授業で，他の国の生活文化につい

て学びたいか

（X2値=1.726, df=2）
図 9　お互いの生活文化を学ぶことは大切だと思うか

（X2値=4.295, df=2）
図10　自分の生活文化を他の国の人々に紹介したいか
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4 ．考察とまとめ
前述のように，10の質問項目のうち 8 項目

において，全体での肯定的回答が授業後で増
加し，有意差が認められた。それらは，「他
の国の民族衣装に興味があるか」，「他の国の
民族衣装を着てみたいか」，「自分の生活に他
の国のファッションなどを取り入れてみたい
か」，「様々な国の民族衣装の違いはなぜ生ま
れるのか説明できるか」，「ファッションだけ
ではなく，食べ物や住まい方など他の国の生
活文化に興味があるか」，「生活文化が違うこ
とを違っていて良い意味でおもしろいと思う
か」，「日本と他の国の生活文化には似ている
ところがあると気付いているか」，「家庭分野
の授業で，他の国の生活文化について学びた
いか」の 8 項目であった。特に，「他の国の
民族衣装に興味があるか」，「他の国の民族衣
装を着てみたいか」については，それぞれ「興
味がある」の回答率が33.3％から71.2％へ，

「着てみたい」の回答率が26.1％から62.1％へ
というように，授業後に 2 倍以上に増加した
のは，本授業において，様々な民族衣装を扱っ
たことで関心が高まったといえる。また，

「様々な国の民族衣装の違いはなぜ生まれる
のか説明できるか」については，「できる」
の回答率が，授業前では約 6 ％にすぎなかっ
たが，授業後では62.3％と10倍以上に増加し
た。本授業において，それぞれの民族衣装の
違いとともに，その国の気候や生活に合った
工夫がされているという共通点に気付くとい
う学習活動が行われたことの効果と捉えるこ
とができる。
「様々な文化背景を持つ人々が同じ地域で

生活するために，お互いの生活文化を学ぶこ
とは大切だと思うか」については，授業前に
おいても「思う」の回答率が73.9％と 7 割を
超えていた。それが，授業後に79.7％と微増
したもの，有意差は認められなかった。これ

は，授業前から 7 割以上の生徒たちが「様々
な文化背景を持つ人々が同じ地域で生活する
ために，お互いの生活文化を学ぶことは大切」
という価値観をもっていて，そのことが影響
したと考えられる。一方，「様々な文化背景
を持つ人々が同じ地域で生活するために，お
互いの生活文化を学ぶことは大切だと思う
か」の授業前の「思う」の回答率が 7 割を超
えていたにもかかわらず，「他の国の民族衣
装に興味があるか」の授業前の「思う」の回
答率は 3 割ほどにすぎなかった。お互いの生
活文化を学ぶことは大切と思ってはいても，
その機会がなかったところに，本授業が実施
され，様々な国の民族衣装に触れ，関心が 7
割超へと高まったといえる。
「もし機会があれば，自分の生活文化を他

の国の人々に紹介したいか」については，授
業前に「したい」が41.2％と半数に満たなかっ
た。それが，授業後に52.9％と過半数になっ
たものの，有意差は認められなかった。これ
により，授業後も約半数の生徒たちが，自分
の生活文化を他の国の人々に紹介することに
は消極的であるといえる。

以上のことから，本研究において開発した
多文化共生の視点を取り入れた中学校技術・
家庭科家庭分野の授業とその教材は，多文化
共生にかかわる意識や態度を育むのに有効で
あることがわかった。また，調査対象者の 7
割以上の生徒は，様々な文化背景を持つ人々
が同じ地域で生活するために，お互いの生活
文化を学ぶことは大切と考えていることも確
認できた。

一方，自分の文化を他の国の人々に紹介す
ることについては，授業後も約半数の生徒が
消極的であった。今後は，消極的になるのが，
外国語の語学力に対する自信のなさによるも
のか，紹介するという行為に対する忌避なの
か等，理由を明らかにし，この課題を克服す
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る授業開発を行っていきたい。

謝辞
本研究の実施に際して，ご協力いただいた

皆様に心より感謝申し上げる。また，本研究
は JSPS科研費（JP15K04459）の助成を受け
て行われたものである。

【注】
（ 1 ） 　2014～2016年度課題研究テーマに「グルー

バル化と家庭科」があり，その中に， 3 つの
研究グループテーマが設置された。それらは，

「日本にいる外国人の児童生徒への家庭科と
その影響」「日本の家庭科（家庭科の内容や
授業研究など）の国外への発信」「家庭科に
グローバルな視点や内容をどう入れていき，
家庭科がグローバルな人材育成にどうかかわ
れるか検討」であった。

（ 2 ） 　Ueno, A., Hoshino, H., & Ito, Y. （2018）. In-
structional activities of multicultural education in 
Canadian home economics: a case of secondary 
school education, Journal of the Japan association 
of home economics education, 61（2）, pp.71-82.
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（資料1）開発した教材「世界の民族衣装から衣文化
を考えよう」の個人ワークシート

（資料2）開発した教材「世界の民族衣装から衣文化
を考えよう」のグループワークシートの一部
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（資料3）実施した授業「世界の民族衣装から衣文化を考えようの学習指導案




